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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
令和2年第1回沖縄県議会(定例会)

03月02 日(月)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

1 20分 比嘉　瑞己（日本共産党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 米軍基地問題について

(1) 国際自然保護連合ＩＵＣＮは、辺野古新基地建設をめぐるジュゴンの危機的な状況につ
いて幾度となく勧告をしてきた。ＩＵＣＮ勧告の内容とその要請項目、及び県の対応を問
う。

(2) 辺野古・大浦湾が米環境ＮＧＯから「ホープ・スポット」として、国内で初めて認定された。
県主催のシンポジウム等を開催して、辺野古新基地建設をとめる必要性を国際社会に発
信すべきである。知事の見解を伺う。

(3) 米軍北部訓練場オスプレイヘリパッド建設は沖縄の負担軽減になったか。欠陥機オスプ
レイ等の米軍機飛行訓練による希少野生動植物への影響、住民への騒音被害の実態に
ついて問う。

2 持続可能な開発目標の達成に向けて（ＳＤＧｓ）

(1) 21世紀ビジョンで示したＣＯ２削減目標の達成状況について

(2) 気候非常事態宣言について見解を問う。

(3) 海岸漂着物問題の現状と課題について

(4) 県動物愛護管理センターの譲渡施設の実績について

3 子育て支援・学校教育について

(1) 待機児童解消計画の達成状況について

(2) ひとり親家庭の保育所就園状況について

(3) 放課後児童クラブ支援について、クラブ設置数、利用児童数、利用料軽減の成果につい
て

(4) 公立夜間中学設置に向けた進捗状況について

(5) 那覇市への新たな特別支援学校の進捗状況について

4 障害者支援について

(1) 民間企業や公的機関などにおける障害者の雇用状況について

(2) 障害者就業・生活支援センターの就労実績と定着率について

5 離島振興について

(1) 妊産婦や難病患者等が本島で医療を安心して受けられる施設整備について

(2) 伝統ある染織工芸における後継者育成事業の実績と課題について

(3) 久米島海洋深層水施設に新たな取水施設を設置することについて

6 公安委員会の役割について

(1) 右翼団体が県議事務所に対して執拗な威圧行為を繰り返している。選挙で選ばれた議
員に対する脅迫・威圧行為は、議会制民主主義を否定し、憲法で保障する「思想信条の
自由」を脅かすものであり許されない。見解を問う。

(2) 右翼団体の活動に対する県民からの相談、通報、告発、逮捕件数について問う。騒音行
為・威圧行為等を繰り返し、県民に不安を覚えさせている右翼団体に対して、沖縄県警は
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毅然と取り締まるべきである。見解と対応を問う。

7 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和2年第1回沖縄県議会(定例会)

03月02 日(月)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

2 20分 西銘　純恵（日本共産党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 辺野古新基地建設問題について

(1) 政府は、辺野古新基地建設は工事費を当初の約３倍の9300億円、工期は12年かかると
見直した。普天間基地の一日も早い危険性の除去を理由にした辺野古新基地建設は破
綻したのではないか。知事の見解を問う。

(2) 昨年11月、72％が辺野古新基地に反対をした県民投票の民意を届けに与党県議団で訪
米をしたが、国連や米国務省、国防省、連邦議会には、軟弱地盤や活断層や生物多様
性の大浦湾について知らされていないと思った。米国内に知らせる活動も重要だと思う
が、取り組みを伺う。

2 福祉行政について

(1) ひとり親世帯や多子世帯の支援策を伺う。

(2) 公営住宅の要望が高いが、募集と応募状況について。増設すべきだが計画を伺う。

(3) 県居住支援協議会は連帯保証人を探せない世帯に対する家賃債務保証制度を実施し
ているが、実績は当初と比べてどうなっているか。先進県の取り組み状況と拡充策を伺う。

(4) 里親の皆さんが、大学に進学した里子への支援を切望したが、県の対応と支援制度を創
設することについて

3 県民がどこに住んでいても、安心して医療が受けられるための県立病院の役割は重要であ
る。北部基幹病院は、医師の安定確保と不採算医療が保障され住民の命を守るとりでとなる
べきだと考える。これまでの協議は、経営形態と12市町村の負担問題に比重が置かれた感
は否めない。医師確保や不採算医療、費用負担など地域住民に根拠を示した丁寧な説明と
地元合意、県民合意を図るべきだと思うが、見解を問う。

4 子供の貧困対策について

(1) 貧困対策に取り組んだ就学援助や学童クラブ利用料補助などの成果を伺う。新年度の取
り組みと新規事業について伺う。

(2) 改善目標を決めた指標はどれだけか。また、改善された内容、特に効果が見られた施策
を伺う。

(3) 無料塾の取り組みと子供の成長や変化など効果を伺う。

(4) 高校生の居場所は何カ所にふえたか、生徒の変化や取り組みの成果及び新年度の拡大
策を伺う。

(5) 児童相談所や一時保護所の体制強化を求めてきたが、拡充策を伺う。

(6) 妊娠期から子育て期まで切れ目なく支援を行う母子健康包括支援センターの設置が急が
れるが、現状と計画を伺う。

(7) 我が党が提案もした子供の権利を守るための条例について、本定例会に「沖縄県子ども
の権利を尊重し虐待から守る社会づくり条例」として提案しているが、知事の決意を伺う。

5 新年度、待機児童は何人になるのか。待機児童解消の見通しがついた市町村はどこか。達
成されないで計画の見直しをする理由は何か。保育士確保のために正規雇用を推進すべき
だが、取り組みと見解を問う。

6 教育行政について
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(1) ＯＥＣＤにおける日本の教育予算や教育条件の比較を伺う。政府の施策を超えて、沖縄
県が独自に実施している教育支援策と予算額を伺う。

(2) 県は臨時教員の本採用に向けて取り組んでいるが、小・中・県立で何人の定数内臨時教
員がいて、割合は全国と比べてどうか。正規雇用に向けての計画を伺う。

(3) 多くの若者が奨学金の返済に苦しんでいる。県の奨学金利用者に対して、利息免除や返
済猶予制度、所得に応じた返済制度を実現すること。また、給付型の奨学金制度を県内
大学や専門学校の進学に拡充することについて

(4) スクールカウンセラーやソーシャルワーカーは５年前に比べてどれだけふえたか。さらなる
拡充策を伺う。

(5) 県立高校で副担任などを兼務している教育相談係が受ける相談件数が増加して、教材
研究ができないという声が上がっているが、状況を把握しているか。教育相談を専任体制
にしたり、スクールカウンセラーの勤務時間をふやすなど改善策をとることについて

(6) 浦添工業高校の崩落した崖の改修工事の進捗を伺う。

(7) 「１年単位の変形労働時間制」は長時間労働を助長するものである。教員の業務の削減
や教員給与特別措置法を改定して残業代を支払うこと、教員を抜本的にふやすことが長
時間労働をなくし、教師の多忙化を解消する抜本策と考える。変形労働時間制の条例を
制定すべきでないと考えるが、見解を問う。

7 那覇港湾は「国際旅客船拠点形成港湾」に指定され、経済発展が期待される重要な民港と
なる。また、我が党のアンケートで、浦添市民は浦添新軍港に７割以上が反対をしている。那
覇軍港は移設条件なしで無条件に返還させるべきではないか。

8 浦添にモノレールが延伸され県道浦添西原線の整備が進められているが、計画と進捗を伺
う。

9 県会議員事務所に３台の右翼街宣車が押し寄せ、１台が敷地内に侵入して、大音量で、「殺
すぞこら」「たたき出せ」などと威圧、脅迫、威力業務妨害をした。選挙で選ばれた県会議員
に対するかかる行為は議会制民主主義を否定するものである。即刻、県警本部長に、かか
る行為を許さないように厳重な取り締まりを申し入れたが、その後も数回、大音量での妨害行
為があった。県警は、先日、民間会社に街宣車で威力業務妨害をした右翼を逮捕している
が、二度と県議事務所への大音量での妨害行為がないようにするための県警本部長の見解
と対応を問う。

10 我が党の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
令和2年第1回沖縄県議会(定例会)

03月02 日(月)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

3 20分 親川　　敬（おきなわ） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 国の医療政策について

(1) 公立病院の再編統合の背景と概要を伺う。

(2) 沖縄県医師確保計画の背景と概要を伺う。

2 沖縄県立病院経営計画について

(1) 計画進行管理取り組み状況を伺う。

(2) 北部病院等の位置づけを伺う。

(3) 教育・研修の取り組み状況を伺う。

(4) 経営の効率化達成状況を伺う。

(5) 病院事業への支援の考え方を伺う。

3 県立北部病院と北部医師会病院の現状等について

(1) 両病院の経営状況と収支計画を伺う。

(2) 一般病床数と利用率及び平均在院日数を伺う。

(3) 両病院の建物及び主要医療機器経過年数を伺う。

4 「北部基幹病院の基本的枠組みに関する合意書案」について

(1) 合意書案作成までの経緯を伺う。

(2) 各市町村等への説明経過と各市町村等から出された意見を伺う。

(3) 2019年11月19日、県保健医療部提示の合意書（修正案）の内容を伺う。

(4) 基幹病院及び設置主体に対する財政及び税制上の措置を伺う。

(5) 公立北部医療センター及び一般財団法人北部医療財団の医療法適用の有無。

(6) 第５条１項から３項の財政負担についてどのように理解が得られたのか伺う。

(7) 県立北部病院が保有する財産及び負債を伺う。

(8) 職員の身分取り扱いを伺う。

5 基幹病院の医師・看護師等医療スタッフの確保の方策について

(1) 沖縄県の医師の増員計画と達成状況を伺う。

(2) 両病院の医師・看護師等の現総数と基幹病院の所要数を伺う。

(3) 現行県立北部病院の医師確保策と基幹病院設立後の方策を伺う。

(4) 子弟教育環境の整備について

6 我が会派の代表質問との関連について



6

※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
令和2年第1回沖縄県議会(定例会)

03月02 日(月)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

4 20分 大城　一馬（社民・社大・結連合） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 首里城再建について

(1) 首里城復興方針の今後の見通しについて伺う。

(2) 資金計画について伺う。

(3) 首里城のシンボル赤瓦の調達について伺う。

2 大型ＭＩＣＥ施設について

(1) 民間資金活用の見通しについて伺う。

(2) 新たな基本計画の策定について説明を求める。

(3) 着工・竣工のスケジュールについて伺う。

3 与那原マリーナを活用したスーパーヨット受け入れについて

(1) マリーナ北側に浮き桟橋の増設について伺う。

(2) 入管手続等の規制緩和について伺う。

(3) 地域活性化への波及効果について伺う。

4 国道329号(南風原・与那原)バイパスの進捗状況について伺う。

5 鉄軌道について

(1) 進捗状況について伺う。

(2) フィーダー交通の取り組みについて伺う。

6 家畜伝染病について

(1) 豚熱（ＣＳＦ）、アフリカ豚熱（ＡＳＦ）対策について伺う。

(2) 風評被害の実情について伺う。

(3) 経済損失について伺う。

7 新型コロナウイルスについて

(1) クルーズ客船ダイヤモンド・プリンセスの乗客約2600人が那覇市で下船した。健康調査と
対策について伺う。

(2) 経済損失の波及について伺う。

8 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和2年第1回沖縄県議会(定例会)

03月02 日(月)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

5 20分 亀濱　玲子（社民・社大・結連合） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 新年度の施策の知事提案の中で、ＳＤＧｓを全県的に取り組み、持続可能な沖縄の発展
と誰一人取り残さない社会づくりを目指すと掲げています。知事の決意と県政の取り組み
を伺う。

(2) 離島の条件不利性解消への施策の実現へ向け、知事の思いを伺う。

(3) 離島を含む、県の海岸漂着物の問題について、国際的な課題として沖縄県から近隣諸
国へ働きかけ、取り組みへの協議の場をつくっていただきたい。知事の見解を伺う。

(4) ハンセン病回復者支援について、沖縄の回復者の抱える課題と県の施策に関し知事の
見解を伺う。

ｱ 入所者支援、療養所の将来構想と県のかかわりについて

ｲ 退所者・非入所者支援について

ｳ 啓発事業の拡充について

2 宮古・石垣の自衛隊基地、弾薬庫建設について

(1) 宮古島保良鉱山への自衛隊弾薬庫建設の造成工事が昨年の10月から進められている。
住民合意のない強引な弾薬庫建設について、県から防衛省等へ工事中止を申し入れた
にもかかわらず作業は強行されている。県の対応を伺う。

(2) 先月１月22日、知事へ、宮古の弾薬庫建設地の地域住民から、宮古島弾薬庫・石垣駐屯
地建設への造成工事現地視察について要請がなされている。知事の見解を伺う。

(3) 宮古・石垣への陸上自衛隊駐屯地周辺並びに弾薬庫建設地周辺の地下水調査が追加
された。今後の調査箇所の拡充について伺う。

(4) 宮古・石垣に、改良型対空誘導弾の配備が報道されている。県の見解を問う。また、集落
までの保安距離等、経産省、防衛局への確認について伺う。

3 福祉行政について

(1) 「養育者世帯児童自立相談事業」と新年度の取り組みについて伺う。

(2) 「沖縄県子どもの権利を尊重し虐待から守る社会づくり条例（案）」と、虐待のあった親子
への支援について、本県の課題と取り組みを伺う。

(3) 「離島の患者支援事業」について、実績と課題、さらなる拡充への対応について伺う。

(4) 緊急時に手話通訳者が確保できないときの対応として、遠隔手話通訳サービスの設置が
求められる。県立病院、警察、消防署等への設置について対応を伺う。

(5) 特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）の活動について

ｱ 県内のＮＰＯ法人数、事業報告書等の期限内提出数及び未提出数を伺う。

ｲ 事業報告書の差しかえ件数について。加えて、提出された書類が実態と異なることが指
摘された事案は過去５年間で何件か伺う。

ｳ ＮＰＯ法の「検査｣「改善命令」「罰則」の適応について、県の対応を伺う。

ｴ 沖縄県と契約を結んでいる法人数。中でも、特命随意契約を結んでいる法人について
伺う。
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(6) 障害者就労継続支援Ａ型事業における当事者の訴えについて、「沖縄県障害のある人も
ない人も共に暮らしやすい社会づくり条例」で掲げる「雇用等における差別の禁止」（第
11条）に照らし、「沖縄県障害を理由とする差別等の解消に関する調整委員会」（第24条）
で、当事者の直接の事情聴取を行うことについて伺う。

(7) 「軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業」の実績と周知への取り組み強化につい
て伺う。

4 医療行政について

(1) 医師確保対策事業について

ｱ 離島・僻地（北部・宮古・八重山病院）の「専門医派遣事業」の実績と課題について伺う。

ｲ 沖縄における今後の見通し、離島・僻地への確保の具体的な見通しについて伺う。

(2) 母子保健、小児医療の充実について、「子どもの心の診療ネットワーク事業」について、
宮古・八重山圏域の離島支援の強化について伺う。

5 教育行政・働き方改革と離島への公務員異動に係る住宅等課題について

(1) 伊良部高校は、閉校までの最後の年を、新３年生５名で迎える。生徒たちが安心して学校
生活を送ることができるよう、学習環境を整えていただきたい。県の対応を伺う。

(2) 県内高校における定員内不合格に係る課題と、重度障害児入学について、取り組みを伺
う。

(3) 学校における働き方改革への取り組みについて

ｱ 学校の教職員の多忙化が叫ばれる中で、中学校、高校ともに部活動における拘束時間
の長さや土日の引率等が課題となっているが、その対策について伺う。

ｲ 教職員の多忙化解消の中で、部活動指導員やスクール・サポート・スタッフの配置にお
ける予算の拡充が求められているが、市町村で導入できる手立てについて伺う。

(4) 離島赴任の教職員、公務員の住宅確保の困難な状況と家賃高騰の実態、引っ越し費用
の過重な負担に、特に宮古島市・石垣市の厳しい状況について、新年度の対応を伺う。

6 離島の振興について

(1) 多良間村の取り組む宮古島－多良間島間のフェリー新造船への支援について伺う。

(2) 離島の児童生徒の派遣費用の支援拡充について伺う。

(3) 離島の難病患者等への渡航費・宿泊費支援の拡充について、重度障害児者への支援拡
充について県の対応を伺う。

(4) 離島の特定不妊治療希望者への支援について

ｱ 実績と課題について、宿泊費等支援の拡充について伺う。

ｲ 離島からのタイミング治療に係る航空機の座席確保の必要性と航空会社への県からの
協力依頼について伺う。

7 農林水産業の振興について

(1) 新規「沖縄黒糖販路拡大プロモーション事業」と、在庫となっている黒糖の商品開発、販
路拡大等、取り組みについて伺う。

(2) 畜産担い手育成総合整備事業の執行率と課題、新年度の取り組みを伺う。

(3) 多良間村の農業用水確保への取り組みと県の支援について伺う。

8 環境行政について

(1) 新年度の離島廃棄物適正処理促進事業について、実績と課題、新年度の取り組みにつ
いて伺う。

(2) 新規事業で、「動物収容・譲渡拠点施設整備事業」が計上されている。沖縄の課題と取り
組みと、離島への対応について伺う。

9 我が会派の代表質問との関連について


